
（別紙１）

観音寺市新道の駅市民検討委員会作業部会概要 

 

１　位置付け 

　　新道の駅市民検討委員会の下部組織として設置 

 

２　役割 

　　新道の駅に導入する機能の原案作成 

　　詳細は裏面のとおり 

 

３　人数 

　　20 名程度 

　　・観音寺市と連携協定を結んでいる企業 

　　・商工会議所や飲食組合などの団体 

　　・その他必要と思われる視点を持つ企業（道の駅経験・市外企業・市内企業など） 

　　・公募委員 

 

４　開催時期・回数 

　　令和５年 12月～令和６年２月の間に平日夜間 19～21 時で３回 

 

 



新道の駅市民検討委員会作業部会役割 

 

１　原案作成の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　導入機能原案のイメージ 

　　市からの最低限の機能の提案分＋作業部会検討分＝導入機能原案 

 

 

 

 

 

　　※とりまとめ資料は参考資料のため、とりまとめ資料にない機能を含めることは可 

 

３　導入機能原案の具体度 

ある程度具体化させるが、規模や数、詳細な仕様などは検討しない。 

　　例：○　赤ちゃん用の全てのサイズが揃ったおむつの自販機が必要だ。 

　　　　×　赤ちゃん用の全てのサイズが揃ったおむつの自販機３台が必要だ。 

　　　　 

○　保護者がまわりから見えるような、室内の子どもの遊び場が必要だ。 

　　　　×　子どもの遊び場が必要だ。 

　　　　 

○　近隣自治体の野菜やお土産も売っている地域産品販売所が必要だ。 

　　　　×　近隣自治体の野菜やお土産も売っている面積が○㎡の地域産品販売所が

必要だ。 

 

４　最終的な導入機能の決定 

素案をもとに収支予測などを行い、その結果から市において最終決定、市民検討委

員会及び作業部会へ報告

ワークショップ・アンケートなど 

市民からの意見

市 市民検討委員会

作業部会

⑤素案報告
④原案報告③とりまとめ資料報告 

最低限の機能の提案

①諮問
②市にてとりまとめ

市からの提案分 

（作業部会で要否を判断）

とりまとめ資料を参考※に 

作業部会で検討

導入機能原案


